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れ
、一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
改
正
中
活
法
で
認
定
さ
れ

た
地
区
の
多
く
は
、
人
口
一
〇
万
人

以
上
の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
都
市

で
あ
る
。
こ
こ
五
年
間
で
認
定
さ
れ

た
五
二
地
区
の
う
ち
、
一
〇
万
人
未

満
の
小
都
市
は
、
福
島
県
白
河
市
、

広
島
県
三
原
市
、
鳥
取
県
倉
吉
市
、

茨
城
県
鹿
嶋
市
な
ど
、
わ
ず
か
一
一

地
区
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
以
上
の

よ
う
に
、
地
方
小
都
市
に
と
っ
て
、

改
正
中
活
法
の
認
定
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
大
都
市
と
比
べ
て
財
政
規
模

も
小
さ
い
た
め
、
中
心
市
街
地
も
、

よ
り
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
国
が
用
意
し
て
い
る「
地
方
創
生
」

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
大
都
市
に
は
必
要

で
あ
っ
て
も
、
小
都
市
に
は
合
致
し

な
い
も
の
も
多
い
。
特
に
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
以

下
、
デ
ジ
田
）」
は
、「
デ
ジ
タ
ル
実

装
を
通
じ
て
地
方
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず
、

す
べ
て
人
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
心
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け
で
は
小
都
市

の
抜
本
的
な
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。

逆
に
、
地
方
創
生
と
は
直
接
的
に
は

関
係
の
無
い
「
官
民
連
携
ま
ち
な
か

再
生
推
進
事
業
（
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
の
支
援
）」
や
「
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
」
な
ど
の

施
策
の
ほ
う
が
、
デ
ジ
田
よ
り
も
有

効
で
あ
り
、
多
く
の
小
都
市
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
関
わ
っ
て
き

た
地
方
小
都
市
の
中
心
市
街
地
二
地

区
に
お
け
る
取
り
組
み
の
紹
介
を
通

じ
て
、
よ
り
問
題
が
深
刻
な
一
〇
万

人
未
満
の
地
方
小
都
市
の
中
心
市
街

地
で
取
り
組
む
べ
き
こ
れ
か
ら
の
課

題
を
示
し
た
い
。

中
心
市
街
地
の
た
め
「
だ
け
で
な
い
」

ま
ち
な
か
再
生
―
―
滋
賀
県
甲
賀
市

貴
生
川
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
滋
賀
県
甲
賀
市
は
人
口
約
九
万
人

の
地
方
小
都
市
で
あ
り
、
他
市
町
村

と
同
様
に
、
人
口
流
出
に
よ
る
空
洞

化
、
空
地
や
空
き
施
設
の
増
加
、
交

通
機
関
の
事
業
縮
退
な
ど
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
甲
賀
市
で
は
、
東
海

道
の
水
口
宿
周
辺
が
中
心
市
街
地
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
役

所
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
と
商

業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
。し
か
し
、

人
口
規
模
で
異
な
る

中
心
市
街
地
の
課
題

　
1
9
9
8
年
に
中
心
市
街
地
活
性

化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
旧
中
活

法
）
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の

地
方
都
市
は
、
都
市
機
能
の
増
進
と

経
済
活
力
の
向
上
の
推
進
に
向
け
て
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
当

時
は
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
賑

わ
い
づ
く
り
に
偏
重
し
て
補
助
金
が

バ
ラ
撒
か
れ
る
一
方
で
、
郊
外
の
大

規
模
店
舗
の
開
発
を
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、中
心
市
街
地
は
衰
退
し
、

居
住
人
口
が
減
少
す
る
な
ど
、
ち
ぐ

は
ぐ
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
2
0
0
6

年
に
は
、
旧
中
活
法
が
改
正
さ
れ
た

（
以
下
、
改
正
中
活
法
）。
中
心
市
街

地
に
都
市
機
能
を
集
中
さ
せ
、
ま
ち

な
か
居
住
や
公
共
公
益
施
設
の
集
約

立
地
を
支
援
し
、
大
規
模
店
舗
の
郊

外
立
地
を
規
制
す
る
、い
わ
ゆ
る「
選

択
と
集
中
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧

中
活
法
で
は
、
六
二
〇
市
町
村
が
計

画
を
策
定
し
た
実
績
が
あ
る
一
方
、

改
正
中
活
法
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ

た
の
は
県
庁
所
在
地
な
ど
比
較
的
人

口
規
模
の
大
き
い
一
五
五
市
町
村
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
当
初
、
改
正
中
活
法
で
は
「
歩
い

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
標
榜

さ
れ
て
い
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
地
方

都
市
で
は
、
車
離
れ
が
で
き
て
お
ら

ず
、
公
共
交
通
の
廃
線
や
減
便
が
進

ん
で
い
る
。
富
山
市
や
宇
都
宮
市
な

ど
で
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
理
念
の
も
と
、
新
交
通
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
車
と
の
共
存
が
図
ら

阿
部
俊
彦

あ
べ
・
と
し
ひ
こ

立
命
館
大
学
理
工
学
部
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
准
教
授

新
建
京
都
支
部

地
方
小
都
市
の

中
心
市
街
地
が
抱
え
る
課
題

―
―
甲
賀
市
と
気
仙
沼
市
を
事
例
と
し
て

公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は
、
近

江
鉄
道
（
お
お
む
ね
三
〇
分
に
一
本

し
か
来
な
い
単
線
の
私
鉄
）
の
み
の

た
め
、
多
く
の
市
民
は
自
家
用
車
を

移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
の

端
に
位
置
す
る
貴
生
川
駅
は
J
R
草

津
線
の
駅
で
あ
り
、
近
江
鉄
道
や
信

楽
へ
向
か
う
信
楽
鉄
道
と
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
と
な
っ
て
い
る
。
J
R
草
津

線
は
東
海
道
本
線
に
接
続
し
て
お
り
、

貴
生
川
駅
か
ら
草
津
駅
ま
で
は
二
〇

分
、
京
都
駅
ま
で
は
五
〇
分
と
、
甲

賀
市
内
で
最
も
公
共
交
通
の
利
便
性

の
高
い
エ
リ
ア
で
あ
る
。
し
か
し
、

貴
生
川
駅
前
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
も
な
く
、
生
活
利
便
施
設
が

不
足
し
て
い
る
（
図
1
）。
甲
賀
市

で
は
、
こ
の
貴
生
川
駅
周
辺
地
区
を

甲
賀
市
か
ら
市
外
へ
の
人
口
流
出
を

留
め
る
「
人
口
の
ダ
ム
」
機
能
と
し

て
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
特
区
と

し
て
指
定
し
、
貴
生
川
地
域
内
外
の

市
民
・
地
元
事
業
者
・
公
共
交
通
事

業
者
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
社
会
実

験
の
実
施
を
通
じ
て
、
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
た
。
な
お
、
そ
の
支
援

を
筆
者
の
立
命
館
大
学
阿
部
研
究
室

と（
株
）ア
ル
パ
ッ
ク
で
行
な
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
多
く
の

市
民
は
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て
水

口
宿
周
辺
や
草
津
市
に
買
い
物
に
訪

れ
る
頻
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
自
然
環
境
や
地
域
行
事
な
ど

に
関
す
る
魅
力
が
挙
げ
ら
れ
た
一
方

で
、
車
を
運
転
し
な
い
中
高
生
や
高

齢
者
に
と
っ
て
、
飲
食
店
や
日
用
品

店
の
不
足
、
歩
道
の
な
い
道
路
や
防

災
に
関
す
る
危
険
性
な
ど
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。社
会
実
験
で
は
、

「
送
迎
待
ち
の
学
生
や
親
の
た
め
に

駅
ナ
カ
環
境
の
魅
力
向
上
」「
河
川

を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
充

実
」「
多
世
代
が
利
用
で
き
る
心
地

よ
い
駅
前
広
場
や
夜
間
の
歩
行
空
間

の
防
犯
性
の
向
上
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
検
証

が
行
っ
た
（
写
真
1
）。
以
上
を
も

図1　貴生川駅周辺の立地施設及び用途地域

写真1　貴生川駅前の空き地を活用した社会実験の様子（2023.9）

図2　まちづくり計画の概要(2023年時点)

図3　貴生川チャレンジビジョン（未来ビジョン）
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と
に
、
第
一
段
階
で
、
駅
前
の
市
有

地
を
広
場
と
し
て
整
備
し
、
そ
の
周

り
に
公
民
館
や
文
化
施
設
な
ど
の
公

共
施
設
と
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
よ
る

カ
フ
ェ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
商
業
施

設
を
整
備
す
る
。
第
二
段
階
で
、
空

き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
居
住
や
短

期
滞
在
の
た
め
の
賃
貸
住
宅
、
診
療

所
・
温
浴
施
設
・
宿
泊
施
設
を
併
設

し
た
ス
ポ
ー
ツ
健
康
施
設
を
整
備
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
未
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
た
（
図
2
、
図
3
）。

　
現
在
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
、
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
の
有
志
に
よ
り
、
公

民
連
携
事
業
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会

社
の
設
立
に
向
け
た
準
備
と
、
市
に

よ
る
公
共
施
設
の
再
編
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
実
験

を
繰
り
返
し
実
施
し
な
が
ら
、
公
民

連
携
事
業
の
内
容
の
精
査
と
、
中
心

市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
や

事
業
協
力
者
の
発
掘
を
進
め
て
い
る
。

貴
生
川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
だ
け
を
目
的
と

し
た
限
定
的
な
取
り
組
み
で
は
な
い
。

甲
賀
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
市
町
村
を

つ
な
ぐ
交
通
結
節
点
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
公
共
交
通
に

よ
る
自
由
な
活
動
を
手
に
い
れ
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
中
心
市
街

地
内
外
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

市
役
所
移
転
後
の
中
心
市
街
地
を
考

え
る
―
―
宮
城
県
気
仙
沼
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
は
人
口
約
六
万

人
の
地
方
小
都
市
で
あ
り
、
そ
の
中

心
市
街
地
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
、
気
仙
沼
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
復
興
が
進
め
ら
れ
て
き
た
港
町

（
＝
内
湾
地
区
）
を
擁
す
る
エ
リ
ア

で
あ
る
。
市
役
所
は
、
そ
の
中
心
市

街
地
の
山
裾
に
位
置
す
る
八
日
町
に

立
地
し
て
お
り
、
津
波
の
被
害
は
受

け
た
が
、
浸
水
深
さ
が
二
〜
三
m
程

度
で
あ
っ
た
た
め
、
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
の
区
域
か
ら
は
除
外
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
八
日
町
に
は
解
体

を
免
れ
た
建
物
も
多
い
が
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
空
き

店
舗
や
空
き
地
も
多
い
。
ま
た
、
周

辺
の
町
と
比
べ
て
、
地
域
住
民
の
高

齢
化
も
高
い
こ
と
も
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
。
震
災
前
か
ら
抱
え
て
い

た
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
町
会
活
動
を
担
っ
て
い
る

地
域
住
民
の
有
志
が
八
日
町
の
ま
ち

づ
く
り
会
社
を
設
立
し
、
災
害
公
営

住
宅
の
一
階
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
を
整
備
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
会
社

は
、
こ
こ
を
活
動
拠
点
と
し
て
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
町
内
の
空
き
店
舗

や
空
き
地
の
利
活
用
を
推
進
し
、
地

域
の
高
齢
者
と
若
者
の
活
動
場
を
創

出
し
て
き
た
。
そ
の
他
に
も
、
港
の

近
く
に
観
光
施
設
や
共
同
店
舗
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
災
害
か
ら
一
〇
年
を

経
て
、
気
仙
沼
市
の
中
心
市
街
地
は

再
生
に
向
け
た
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ

っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
問
題
に

な
っ
た
の
が
、
郊
外
エ
リ
ア
に
市
役

所
が
移
転
す
る
計
画
が
示
さ
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。
近
年
、
全
国
の
庁
舎
建

築
は
、
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
や
執

務
室
の
分
散
化
、
市
民
対
応
ス
ペ
ー

ス
の
不
足
、
社
会
状
況
へ
の
対
応
、

災
害
対
策
な
ど
の
理
由
か
ら
移
転
す

る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
移
転
元

の
敷
地
は
、
空
洞
化
が
進
む
旧
市
街

地
に
立
地
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
跡

地
活
用
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
中
心

市
街
地
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
気
仙
沼
市
役
所

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
た
め
、

2
0
2
7
年
ま
で
に
郊
外
エ
リ
ア
に

市
庁
舎
を
移
転
す
る
計
画
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
心
市
街
地

の
地
域
住
民
や
地
元
事
業
者
は
反
対

し
た
が
、
移
転
先
の
郊
外
エ
リ
ア
に

は
震
災
前
か
ら
商
業
施
設
な
ど
の
生

活
利
便
施
設
が
集
積
し
て
お
り
、
震

災
後
も
、
安
定
し
た
居
住
人
口
が
保

た
れ
て
い
た
た
め
、
市
は
移
転
を
決

定
し
た
（
図
4
）。
と
は
言
え
、
市

と
し
て
も
、
中
心
市
街
地
を
見
捨
て

る
の
で
は
な
く
、
庁
舎
移
転
後
の
跡

地
と
そ
の
周
辺
の
八
日
町
を
含
む
中

心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

官
民
の
取
り
組
み
指
針
で
あ
る
「
気

仙
沼
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」

図4　気仙沼の中心市街地と郊外エリア

を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
具
現

化
を
図
る
た
め
、「
気
仙
沼
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
会
議
」
を
設
置

し
、
そ
の
傘
下
に
「
三
日
町
八
日
町

・市
役
所
跡
地
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ（
以

下
、三
八
ワ
ー
キ
ン
グ
）」を
設
け
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
支
援

業
務
を
（
株
）
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ

ン
が
受
託
し
、
筆
者
の
立
命
館
大
学

阿
部
研
究
室
と
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
も
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
計
画
策
定
の
支
援
を
行

な
っ
た
。

　
市
庁
舎
移
転
後
の
跡
地
活
用
と
し

て
、
当
初
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
商

業
施
設
を
誘
致
す
る
案
が
浮
上
し
た
。

し
か
し
、
中
心
市
街
地
の
地
域
住
民

や
地
元
事
業
者
は
、
民
間
事
業
者
に

丸
投
げ
で
は
な
く
、
市
の
責
任
の
も

と
で
、
地
域
に
寄
り
添
っ
て
事
業
を

進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
三
八

ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
市
庁
舎
移
転
に

と
も
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
中
心
市

街
地
の
環
境
が
変
化
し
、
そ
れ
に
と

も
な
い
、
地
域
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

を
想
像
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
お
悩

み
カ
ー
ド
」
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
企
画
し
た（
写
真
2
、図
5
）。

そ
の
上
で
、
市
庁
舎
跡
地
と
そ
の
周

辺
に
、
ど
の
よ
う
な
環
境
を
備
え
る

必
要
が
あ
る
の
か
を
話
し
合
っ
た
。

そ
の
結
果
、
既
存
の
庁
舎
建
物
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歩

行
者
環
境
（
歩
道
、
山
の
散
策
路
）

や
広
場
（
公
園
、
避
難
場
所
、
駐
車

場
）
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
エ
リ
ア
の
価
値
を

高
め
る
イ
メ
ー
ジ
が
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、
跡
地
活
用
と
そ
の
周
辺
の
空

き
家
や
空
き
地
活
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め

だ
け
で
な
く
、「
子
育
て
支
援
の
充

実
」「
教
育
環
境
の
向
上
」「
歴
史
文

化
の
発
信
」「
新
た
な
雇
用
の
創
出
」

な
ど
、
中
心
市
街
地
の
外
も
包
含
し

た
全
市
的
な
環
境
の
質
の
向
上
の
た

め
に
進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
が
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
（
図
6
）
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
現
在
、

跡
地
活
用
事
業
を
地
域
住
民
や
地
元

事
業
者
で
主
導
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
設
立
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

地
方
小
都
市
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

　
本
稿
で
紹
介
し
た
甲
賀
市
と
気
仙

沼
市
は
、
い
ず
れ
も
旧
中
活
法
を
契

機
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ

く
り
が
本
格
化
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
道
半
で
、
改
正
中
活
法
の

認
定
を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ

の
判
断
の
理
由
は
知
り
得
ぬ
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、「
中
心
市

街
地
が
各
市
の
中
心
を
成
し
て
い
な

い
た
め
、
中
心
市
街
地
が
地
域
経
済

を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
郊
外
を
切
り
捨
て
て
中
心
市
街

地
に
注
力
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
国

が
求
め
て
い
た
選
択
と
集
中
に
、
思

い
切
っ
て
舵
を
切
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
う
の
が
本
音
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。中
心
市
街
地「
だ

写真2　市庁舎跡地活用を契機として中心市街地の再生を考えるワークショ
ップ

図5　市庁舎移転に伴って中心市街地で想定される問題を表現した「お悩みカード」の例
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け
に
」
注
力
で
き
な
い
地
方
小
都
市

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
中
心
市

街
地
の
人
や
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
「
だ
け
で
な
い
」
全
市
的
ま
ち
づ

く
り
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

以
下
の
５
つ
の
計
画
論
で
あ
る
。

　
①
中
心
市
街
地
自
体
を
再
生
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
K
P
I
（
重

要
目
標
達
成
指
標
）
を
指
標
と
す
る

の
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地
以
外
の

他
の
エ
リ
ア
と
の
連
携
を
促
す
支
援

と
、
ハ
ブ
的
な
役
割
の
強
化
を
促
す

た
め
の
波
及
効
果
を
指
標
と
す
る
仕

組
み
の
構
築
。

②
市
役
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、

公
園
な
ど
の
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
再
生
や
再
編
計
画
な
ど
、
全
市
的

な
公
共
施
設
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
中

心
市
街
地
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
・

空
き
地
な
ど
の
民
間
の
空
き
ス
ト
ッ

ク
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
セ
ッ

ト
で
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
同

時
に
解
決
で
き
る
所
管
横
断
的
な
取

り
組
み
。

　
③
行
政
の
財
政
的
な
体
力
も
脆
弱

か
つ
、
地
元
の
民
間
事
業
者
の
体
力

も
ま
ま
な
ら
な
い
地
方
小
都
市
に
お

い
て
、
地
元
主
導
の
事
業
推
進
体
制

を
構
築
す
る
た
め
の
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
ま
ち
づ
く
り
会
社
に

よ
る
公
民
連
携
事
業
の
事
業
化
と
、

そ
の
後
の
持
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

　
④
今
後
、
自
動
運
転
が
普
及
す
る

な
か
で
車
離
れ
が
で
き
な
い
地
方
都

市
に
お
い
て
、
車
と
共
存
可
能
な
広

域
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
の
た
め
の
他
市
町
村
と
の
連
携
や
、

鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
ス
モ
ー

ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
交
通
事
業
者

と
の
連
携
。

　
⑤
計
画
策
定
の
た
め
の
一
過
性
の

社
会
実
験
で
は
な
く
、
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
（
P
l
a
n
、
D
o
、
C
h

e
c
k
、
A
c
t
i
o
n
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、
継
続
的
な
業
務

改
善
や
品
質
向
上
を
目
的
と
し
た
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
を
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
計
画
お
よ
び
事
業
を
見
直
し

つ
つ
戦
略
を
つ
く
り
、
新
た
な
担
い

手
を
発
掘
す
る
た
め
の
継
続
的
な
社

会
実
験
。

　
ぜ
ひ
、
国
に
も
、
こ
れ
ら
の
推
進

に
寄
与
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
「
地

方
創
生
」
の
施
策
と
し
て
展
開
し
て

頂
き
た
い
。

図6　ワークショップで出された子育て・教育・観光などに資するアイデアが盛り込まれた市庁舎跡地とその周辺のまちづくりビジョン


